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はじめに
　国際教養こども学科１年生の学生に、授業「保育原理」を通して、先人たち…J. J.ルソー、
ペスタロッチ、フレーベルは、「保育とは何か」「教育とは何か」「子どもとは何か」について、
どのように考え、伝えようとしていたのか、出版されている書物を読み比べしてまとめた。こ
れを分かりやすく学生に伝えたい。先人達の書物は膨大で、私はほんの少しかじる程度である。
また、それぞれの先人に対して専門に研究されている多くの研究者がいる。その研究者の著書
も数多くある。入手可能な本を可能な限り読んだが、私の能力では理解が不足することも痛切
に感じた。特に、先人たちの書物は哲学からの影響が多く、同時に宗教・神をどう位置づける
かも論説の核となる部分であるが、私には手の及ぶところではないので、あえて触れなかった。
学生向けにまとめた研究ノートである。そして、日本語訳の原著を中心に私の理解できる範囲
で大切に感じる所、学生に伝えたい所を抜き出し注釈した。
第１章
J. J. ルソー（1772年～1778年）…『エミール』を中心に
　ルソーは、教育学・保育学者というより、哲学者である。「人間とは、人間の平等とは」を
考えた（『人間不平等起源論』）。そこには、当時の哲学者、ロック、モンテスキュー、ヴォルテー
ル等の影響がある。「自然派・自然に帰れ」で、有名と言われるが、実はそうではない、國分
功一郎（2015）は、「ルソーは、文明人の疎外について論ぜねばならないという使命感を抱いた。
そして同時に、疎外について語ろうとも、『本来的なもの』を呼び寄せてはならないと固く自
己を律した。その慎重でありかつ大胆な態度の重要性は、いくら強調しても強調しすぎること
は無い」（1）としている。つまり、自然人は自由で平等であった。しかし、それが人間の生きる
─ 108 ─
桜花学園大学保育学部研究紀要　第18号　2018
社会としては決して理想（本来的なもの）ではない。文明の進んだ今こそ、人間として生きや
すい、過ごしやすい社会をつくるべきだ。それが「社会契約」論であり、その社会を担う人づ
くりとして書かれたのが『エミール』であると筆者は解釈した。『エミール』は、ルソーにとっ
て20年の省察を必要とした重要な書物で、解説（岩波文庫・今野一雄訳）には、「ルソーは『エ
ミール』を自分のどの書物より重要なものと考えていた」と今野（2016）（2）は書いている。そ
の『エミール』から学んだものは下記の部分である。下線は筆者。
１．子どもをまず知ることが大切
・pp. 22‒23「人は、子どもというものを知らない。子どもについてまちがった観念を持ってい
るので、議論を進めれば進めるほど迷路にはいりこむ。このうえなく賢明な人々さえ、大人が
知らなければならないことに熱中して、子どもにはなにが学べるかを考えない。かれらは子ど
ものうちに大人を求め、大人になるまえに子どもがどういうものであるかを考えない」
・p. 23「はたらきかけるべき主体については、私は十分に観察したつもりだ。とにかく、まず
なによりもあなたがたの生徒をもっとよく研究することだ」…18世紀のフランス貴族では、
子育ては乳母に任せ、夫人は社交界に出入りしていた。また子どもを小さな大人と解釈し、農
村では大人の様に働かせたり、また貴族は難しい学問を教えていた。ルソーは、まず対象の子
どもを観察し、そして子どもの本質を見ることが大切であるとした。だからこそ、ルソーは「子
どもの発見」者と言われる。子どもを対象にして保育をする保育者などは、まずその対象であ
る子どもの事を良く知らなければならない。そして子どもの持つエネルギーはどんなことに興
味を持ち、どんなことに面白さを感じるのか。子ども自身が能動的に主体的に動き、考えるこ
とをするために、保育者はどんな保育をしてどんな環境を作るのかを考える必要がある。
２．人間は善いものとして生まれる
・p. 27「万物をつくる者の手をはなれるときすべてよいものであるが、人間の手にうつるとす
べてが悪くなる」
・p. 27「人間も乗馬のように調教しなければならない。庭木みたいに、好きなようにねじまげ
なければならない。しかしそういうことがなければ、すべてはもっと悪くなる」（と人々は思
い込んでいる）
・p. 28「植物は栽培によってつくられ、人間は教育によってつくられる。かりに人間が大きく
力強く生まれたとしても、その体と力をもちいることを学ぶまでは、それは人間にとってなん
の役にもたつまい。かえってそれは有害なものとなる」
・p. 157「自然は、子どもを人から愛され、助けられる者としてつくった」…子どもは善いも
のと物として生まれる。大人が子どもを悪くしている。保育者は、目の前の子どもを信じ信頼
する事が必要である。「何回言っても、どうしてできないの？」「これはやっちゃだめでしょ」「こ
うしなさいって教えたでしょ」と叱ることが多いが、もっと子どもを信頼して、肯定的に受け
止めたい。出来ない時はどうしてできないのかを丁寧に子どもの側に立って考えたい。子ども
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はやろうとしている。失敗しないようにしようとしている。子どもの思いをくみ取って、子ど
もはがんばろうとしていると、肯定的に受け止めたい。
３．子どもは、力が無く弱い。子どもに力を与えるのは教育である。人間はみな平等である
・pp. 28‒29「私たちは弱いものとして生まれる。私たちには力が必要だ。わたしたちはなにも
もたずに生まれる。わたしたちには助けが必要だ。わたしたちは分別をもたずに生まれる。わ
たしたちには判断力が必要だ。生まれたときにわたしたちがもっていなかったもので、大人に
なって必要となるものは、すべて教育によってあたえられる。この教育は、自然か人間か事物
によって与えられる。わたしたちの能力と器官の内部的発展は自然の教育である。この発展を
いかに利用すべきかを教えるのは人間の教育である。わたしたちを刺激する事物についてわた
したち自身の経験が獲得するのは事物の教育である」「三種類の先生によって教育される」
・p. 30「完全な教育には三つの教育の一致が必要なのだから」「目標は自然の目標そのものだ」
・p. 38「自然の秩序のもとでは、人間はみな平等であって、その共通の天職は人間であること
だ。…私の生徒を、将来、軍人にしようと、僧侶にしようと、法律家にしようと、それはわた
しにはどうでもいいことだ。両親の身分にふさわしいことをするまえに、人間としての生活を
するように自然は命じている。生きること、それがわたしの生徒に教えたいと思っている職業
だ」
・p. 40「生きること、それは呼吸する事ではない。活動することだ。わたしたちの器官、感官、
能力を、わたしたちに存在感を与える体のあらゆる部分をもちいることだ。もっとも長生きし
た人とは、もっとも多くの歳月を生きた人ではなく、もっともよく人生を体験した人だ。」
・p. 58「よい教師の資格についてはいろいろと議論がある。私が求める第一の資格、この一つ
の資格はほかにもたくさんの資格を必要としているのだが、それは金で買えない人間であるこ
とだ」
・p. 87「わたしたちは学ぶ能力がある者として生まれる」
・p. 90「人間の教育は誕生とともに始まる」
・p. 101「子どもの最初の泣き声は願いである」
・p. 123「かれは生きている。しかし、自分が生きていることを知らない」
・p. 131「人間よ、人間的であれ、それがあなたがたの第１の義務だ」…人間は生きることを
教えるのである。子どもは無力である。まずそこを保育者は知る必要がある。しかし、子ども
はこれからどんどん力を付けていくし、持っている力を発揮できるようにするのが教育（保育）
の力である。
４．過保護は良くない
・pp. 51‒52「子どもを大事にし過ぎて、弱さを感じさせないようにするためにますます弱くす
る」「苦しいことから子どもから遠ざけ、すこしばかりの苦しみから一時まもってやることに
よって将来どれほどの自己と危険を子どもにもたらすことになるか、弱い子ども時代をいつま
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でもつづけさせて大人になったときに苦労させるのは、どんなに残酷な心づかいであるか」
・p. 53「不順な季節、風土、環境、飢え、渇き、疲労に対してかれらの体を鍛錬させるがいい。」
自然の規則に逆らって過保護にするのではなく、自然の中で鍛えるのが良い。子どもの最初の
感情は泣くことで表す。しかし、子どもの泣き声に振り回されると、子どもは暴君になる。
５．女性は産んだ子どもの母親になるべきだ。男性は父親になるべきだ
・p. 50「女性は母になることをやめた。女性はもう母にはならないだろう。なろうともしない
ものだ。」
・p. 51「母がいなくなれば子もいなくなる」
・p. 56「ほんとうの乳母は母親であるが、同じように本当の教師は父親である」
・p. 57「父としての義務をはたすことができない人には父になる権利はない」…当時はまだ、
ボウルビーやエリクソンなど、親子間などの愛着関係の研究や、子どもの成長の基盤には、人
に対する信頼関係が必要であるなどの研究は進んでいなかったが、ルソーは母親が子どもを育
てることが大切であることを言っていた。（当時の上流貴族の母親は子どもを乳母に預けて自
分で子育てしなかった）それでこそ情愛が生まれ、愛着がみられる、としている。
６．衣食住
・全てに言及している。赤ちゃんの産湯・産着から始まり、食べる物、水、空気なども田舎で
添加物の少ない、自然の味がするものが体に良い。住む場所も空気のよどんだ都会ではなく、
田舎が良い。
・p. 42「生まれたばかりの子どもは、手足をのばしたり、動かしたりする必要がある。」
・p. 70「肉体は魂に服従するためには頑丈でなければならない」「虚弱な肉体は魂を弱める」
・p. 272「エミールが喉が渇いたときにはいつもかれに飲み物を与えることにしたい。わたし
は純粋な、どんな処理もほどこしていない水をあたえることにしたい。」
・動物性より、植物性が良い。今でなら、多くの甘味料が含む飲料とか、菓子類の摂取を控え、
無添加の食物や水、そしてよどんでいない新鮮な空気をルソーは望んでいた。
・当時は赤ちゃんを産着できつく巻く習慣があったことに対して、体が自由に動き回る服装、
厚着ではなく薄着ですごす必要を言った。
・赤ちゃんの産湯は水が良いなど、産湯から始まり、一定の温度管理された室内ではなく、外
気で暑さ寒さを体で感じ、体を鍛える事を奨励した。
７．睡眠は特に大切
・p. 274「子どもには長い眠りが必要だ。…いっそう安らかで快いものであること、…いちば
ん健康によい習慣は、たしかに、太陽とともに起き、太陽とともに寝ることだ。」…ふかふか
の羽根布団より、むしろ寝心地の悪い布団のほうが良い。それが習慣になると、辛い生活も心
地よくなる、どこでも眠れるようになる。羽根布団で寝る習慣は肉体を溶かし、解体させ、病
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気をつくるとまで言っている。健康な体を持つ子どもは、自分の意志で起き、眠ることが出来
る。
８．子どもは腕白に育てる。12歳までの子どもは手足・身体・五感を使って充分遊ぶのが大
切で、早期から文字を教えたり文章を暗記させることは禁止する
・p. 92「ひとたび意志をもつにいたったなら、なにごとも自分の意志でするようにしてやるこ
とによって、はやくから自由の時代と力の使用を準備させることだ」
・pp. 95‒96「子どもはすべてのものにふれ、すべてのものを手に取ろうとする。そういう落ち
着きのなさに逆らってはならない。それは子どもにきわめて必要な学習法を暗示している。そ
ういうふうにして子どもは物体の熱さ、冷たさ、固さ、柔らかさ、重さ、軽さを感じることを
学び、それらの大きさ、形、そしてあらゆる感覚的な性質を判断することを学ぶのだ。つまり、
見たり、さわったり、聞いたりして、とくに視覚を聴覚とくらべ、指で感じる感覚を目ではか
ることによって、学ぶのだ。…わたしたちが空間の観念を獲得するのは、わたしたち自身の運
動によってにほかならない。」
・p. 127「わたしはエミールがけがをしないように注意するようなことはしまい」
・p. 129「１日に百回ころんでもいい。それはけっこうなことだ。それだけはやく起き上がる
ことを学ぶ事になる。快適な自由は多くの傷を償うものとなる。わたしの生徒はしょっちゅう
けがをするだろう。それでもいつも快活でいるだろう。あなたがたの生徒はそれほど怪我をし
ないかもしれないが、いつも意志をさまたげられ、いつも束縛され、いつも悲しげな顔をして
いる」
・p. 129「正確にいって個人の生活がはじまる。ここで人は自分自身を意識することになる。
記憶があらゆる瞬間における自分の存在の同一性という感情を拡大する。かれはほんとうに一
個の同一の人間となり、従ってすでに幸福あるいは不幸の感情を持つことが出来る。だから、
これからはかれを一個の精神的存在と考える必要がある。」…この年齢はおそらく、１歳か１
歳半であろう。ルソーはこの時期の子どもを一個の独立した存在の人間として、精神的存在と
してとらえている。自己を自覚し（自我の誕生）存在の同一性を認めている。
・p. 153「わたしは腕白小僧たちが雪の上で遊んでいるのをながめている。皮膚は紫色になり、
こごえて、ほとんど指を動かすこともできない。火に温まりに行こうと思えばすぐ行けるのに、
そうしようともしない。それを強制すれば、子どもは寒さの厳しさを感じるよりも、百倍もひ
どい束縛の厳しさを感じることになる。」
・p. 237「12歳のエミールは、書物とはどういうものかほとんど知らいないだろう」
・p. 246「あなたはまず腕白小僧を育てあげなければ、かしこい人間を育てあげることに決し
て成功しないだろう」
・p. 278「子どもの溌剌とした心、模倣の精神、それだけで十分なのだ。」
・p. 283「泳ぐこと、走ること、飛び跳ねること、コマを回すこと、石を投げること、こうし
たこともすべてたいへん結構なことだ。しかし、わたしたちは腕と足だけをもっているわけで
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はあるまい。目も耳もあるではないか…それぞれの感官をできるだけよく利用するのだ…大き
さをはかったり、数を数えたり、重さをはかったり、くらべてみたりするがいい…どの程度の
抵抗を示すか推定したあとでなければ力をもちいないようにするがいい」…子どもは好奇心を
持って色々体験し、そこから学び、そして自分から文字の必要性や興味を持ってくる。子ども
を腕白に育てる。五感を鍛えることを強調している。…泳ぎ、走り、飛び跳ね、コマを回し、
石を投げて丈夫な体を作る事と、もともと子どもは活発な者だから、壊すのが好き、動き回る
のが好き、大きな怪我は避けたいが、小さなけがはむしろたくさんして、腕白な子を育てたい。
アスファルトの道よりもでこぼこした草地や森が良い。たくさん転んだ子の方が起き上がるの
も上手で早いだろう。実際に体験し、目で見て、触り、味わい、比べる事の大切さ。特に視力・
聴力を重視し、視力は錯覚を起こすこともあるから、それを他の五感で補う必要があると言っ
ている。人間は視覚に騙され錯覚を起こすこともある。本物を見る、見分ける力が必要。暗闇
でも、動けるよう聴力触覚を磨くことが必要。
９．しっかりした発音の言葉を学ぶ必要がある。それは、田舎で育てるのが良い
・p. 114「子どものまえではいつも正確に話すがいい。だれよりもあなたがたと一緒にいるの
が子どもには楽しいということになるようにするがいい。そうすれば、子どものことばはあな
たがたのことばを手本にして、知らず知らずのうちに正しくなるのだから、あなたがたは何も
注意してやる必要は無い。」
・p. 116「田舎では…はっきりと大きな声で言う事を学ぶ…都会の子どものばあいには…通訳
がいなければ、口のなかでもぐもぐ言っていることは何一つわからない」
・p. 117「かれらが農民のようなはっきりした発音を学ぶことをいつまでもさまたげているの
は、たくさんのことを暗記したり、学んだことを大声で暗誦したりする必要があることだ」
・p. 117「話すことの第１の法則は自分の言う事を分からせることにあるので…大きな過ちは
話していることが分からないという事だからだ」
・p. 120「はやくから子どもに話をさせるようなことはなおさらしてはいけない。話をする必
要を感じるようになれば、子どもはけっこうひとりでに話せるようになるだろう」
　子どもが話し始めるタイミングは、子どもが決める。あせって周りが急かす必要は無い。成
長する主体は子どもである。…とルソーは言っている。周りの環境が大切であると言っている。
10．子ども時代は、今の時期を思う存分楽しむ事が必要
・p. 130「不確実な未来の為に現在を犠牲にする残酷な教育をどう考えたらいいのか。…わけ
のわからない幸福というものを準備するために、まず子どもをみじめな者にする…たえがたい
束縛をうけ、徒刑囚のように、たえず苦しい勉強をさせられ、しかも、そうした苦労がいつか
有益になるという保証もない、かわいそうな子どもを見て、どうして憤慨せずにいられよう。
快活な時代は涙とこらしめとおどかしと奴隷状態のうちにすごされる。あわれな者は、自分の
ためだといって苦しめられる。」
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・pp. 131‒132「人間よ、人間的であれ。…子どもの遊びを、楽しみを、その好ましい本能を、
好感をもって見守るのだ。…あなたがたにとってはふたたび帰ってこない時代、子どもたちに
とっても二度とない時代、すぐに終わってしまうあの最初の時代を、なぜ、にがく苦しいこと
でいっぱいにしようとするのか。…中略…子どもが生きる喜びを感じることが出来るように
なったら、できるだけ人生を楽しませるがいい」
・p. 133「人間を人間として考え、子どもを子どもとして考えなければならない」
・p. 146「子どもは、獣であっても成人した人間であってもならない。子どもでなければなら
ない。子どもは自分の弱さを感じなければならないが、それに苦しんではならない。他人に依
存していなければならないが、服従してはならない」…将来の為に、今を苦痛のある時代にす
るのではなく、今をもっと楽しみ、生き生きと輝いて過ごすことが大切といっている。
11．自由な人間、自立した人間に育てる
・p. 149「依存状態には二つの種類がある、一つは事物への依存で、これは自然にもとづいて
いる。もう一つは人間への依存で、これは社会に基づいている。…人間への依存は無秩序なも
のとして、あらゆる悪を生み出し、これによって支配者と奴隷は互に相手を堕落させる…これ
に対抗するには人間の代わりに法をおき、一般意思に現実的な力を与え、あらゆる個別意志の
行為の上におく…」…法を置くことで、人間は平等になり、美徳へと高める道徳性が生じると
した。社会契約論を説いている。
　人間を人間としてとらえ、子どもを子どもとしてとらえた。子どもは子どもらしく五感を使っ
て充分遊び、自分中心の世界の中で子ども時代を将来の為に今を我慢するのではなく、今を十
分謳歌することが大切。子どもも意志を持ち、それを表現しかなえることが出来る。そして、
それぞれが自立し、お互いが契約し自由を侵害されず、また保障する相互関係が必要である。
それは人間が自由で自立しているからこそできる契約である。
　以上の様に、ルソーはエミールの教育を通して、体を十分動かすこと、五感を十分働かすこ
と、早期教育は止めて、自分の中から不思議な事や疑問な事を見つけて好奇心を持ち探求する
大切さを言っている。暗記したり、すぐに答えを知るのではなく、自分で意味を考え、自立す
ることが大切で、それが出来れば、自分の力を人の為に発揮し、人を愛し、まじめな大人にな
るだろうと言っている。
第２章
ペスタロッチ（1746年～1827年）
１．青年時代まで
　チューリヒの裕福な医者の子として誕生するが、５歳の時父親と死別し、その後は母親と牧
師だった祖父によって人間性豊かに育てられる。牧師の祖父は信仰厚く家庭訪問も一軒一軒行
い、注意すべき点など事細かく記録していた。ペスタロッチの父親が亡くなった後18年生き、
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ペスタロッチに与えた影響は大きい。中学生当時のペスタロッチは20キロの道のりを祖父の
教会に通い、ついて回り非常な感銘を受けた。その貧しい境遇の人々に接した経験が彼の生涯
の基底に流れている。女中を含めた女性の家族で育ったことは、男性的思考をせず、直観によ
る夢を持ち思い立つととことん突き進む性格に与えた影響も強いと言われている。初めは16
歳で牧師になる予定だったが貧民の生活を改善するには法律が大切と法学を学んだ。天才的な
ひらめきや思考を持った半面、「子どもらしさ」の面が人から欺かれ批判されたが、「子どもら
しさ」のように諦めず夢を持ち続けた単純性の面もある。最高学府コレギウム・コロリヌム（現
在のチューリッヒ大学）で学問する。成績は優秀ではあったが、不注意による失敗もあり、愚
人と言われることもあった。当時のフランス革命の影響を受けて社会改革運動にかかわったた
めに、国家役人への道を閉ざされる。22歳の時農業経営を手掛けるが、失敗する。23歳で結婚、
子どもヤコブを、ルソーのエミールと同様の子育てをし、12歳まで読み書きを教えなかった。
農村の貧しい子ども達の生活を目のあたりにして、私財を投げ打ってこの子たちの為の学校を
開く。27歳の時、ノイホーフ農業学校を作る。20人の貧しい人を雇いその教育に大成功し、
50人までに増えるが、経営感覚が無く破産する。次々と教育施設の創設と運営を試みるがい
ずれも時代の波にのまれ継続が困難になる。例えば、フランス革命がおき、フランスの軍人が
彼の農業施設に押し寄せ占拠してしまったこと等。運が無かったとも言える。
２．ペスタロッチが造った学校等
　当時貧民の為の救済施設はあったが、ただ与えるだけであった。ペスタロッチは貧民及びそ
の子は教育も受け、働き、自分の力を発揮させる必要を感じた。多くの貧民の子を育てる。52
歳の時には孤児院を造る。４歳から８歳までの80人を収容したが、政変が起き廃止せざるを
得なかった。次に小学校を作った。10歳から16歳までの60名の学校で、その教育内容はすば
らしく高い評価を受けた。ヨーロッパ中にその高い評価が知れ渡り、多くの人が見学に訪れた
り、実習に来たりした。しかし、また政変が起こり閉校を余儀なくされた。次には農業学校を
作った、一時は200名を教育したが管理者と意見が合わず去ることになった。次には65歳の時、
聾唖の子どもを集め教育し、子ども達は健康に幸せな生活が送れた。これに対しても高い評価
があり、ほとんどヨーロッパ中から見学者が訪れた。その中には後述のフレーベルもいた。こ
のようにペスタロッチの名は、公教育の創始者として知れ渡った。81歳で亡くなるまで、彼
は生涯貧しい子ども達の中にいた。また彼は教育者としての天才的な才能があった。しかし、
金銭管理にはルーズで経営難に陥った。晩年は多数の教育思想書を著し、「民衆教育の創始者」
「貧民の救済者」として評価される実践的教育思想家であり、ルソーの「児童中心主義」の影
響を受けた。「子どもは天使にもなるし、悪魔にもなりうる」。何度も子どもに裏切られながら
子どもを信じることに徹した教育者、だからこそ子どもの時からの教育が必要であるとした。
J.ルソーが架空の上層階級の子どもを想定した基本原則を「エミール」に書いた教育思想に対
して、ペスタロッチは農村の貧しい子どもや戦争で親を亡くした孤児の味方であり、すべての
子どもも発達可能性を信じてやまない慈しみ深い教育観を持った常に子どもとともに行動した
実践家であった。
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３．ペスタロッチ著　『隠者の夕暮』（3）より引用
・p. 77　一
人間、たとひ玉座の高きにあろうとも、
さては草葦屋根の陰にすまはうとも、
露かわりなき人間、その本質に於ける人間、その人間とはそも何であるか。
・p. 120　五八
かるが故にその職業的、並に階級的地位のための人間の陶冶は
純粋なる家庭的福祉の享悦といふ、終局目的の下位に置かれなくてはならない
・p. 121　五九
かるが故に、父の家よ、汝は人類のあらゆる純粋なる
自然的陶冶の基礎である
　　　　  六〇
父の家よ、汝道徳と国家との学校よ
p. 122　　六四
人間は内なる平和にまで、陶冶されねばならない。
己が地位と、己が地位を似て　獲得し得る亨悦とを以て満足する精神、
如何なる障碍に遭遇するとも忍耐し、
父の愛を崇敬し信仰する、これこそ人間慧智にまでの陶冶である
p. 125　　六八
平安と静かなる亨悦とは　人間陶冶の第一の目的であり、その生涯のいとし子である
人間よ、汝の智慧と汝の名誉欲とは　このより高い目的の下位に　置かなければならない
然らざれば好奇心と名誉欲とは　烈しき苦悩となり、又不幸となる
　私は、神・宗教には無縁であるので、『隠者の夕暮れ』の神髄は理解できないが、晩年の不
遇の時に書かれた書であるにもかかわらず、人間陶冶に向けての崇高な意志と盤石な意志があ
ることが窺われる。人間とは何か、真理を追究し、人間陶冶をめざした。
４．ペスタロッチの教育原理（4）
・彼は当時の工業労働によって、労働者の酷使、消耗の激しさ、弊害を感じた。工業制度の害
悪として、家庭の崩壊、社会的・道徳的混乱を挙げている。及び、単純な労働の繰り返しによ
る身体的・精神的退廃を指摘している。その克服の一つの手段として教育を考え実践した。
・子どもに物事を言いなりに受容させる代わりに、子どもの「考える」力と「感じる」力を引
き出すことが必要である。学校の主要な目的は「教える」ことにあるのではなく、「発達させる」
ことでなければならない。子どもの能力を引き出すためには「優しく監督すること」その方法
は精神の発展の自然の過程に従うということ。知的なものの発達を大変尊重するけれども、ま
さに「知識」よりも「行い」がより重要である。彼の活力と愛は学校全体に命を吹き込んだ。
生徒たちは教師を信頼し、教師の愛と姿勢は規則と規律に変わった。報償と罰は必要ではなく、
子ども達は愛によって従順であった。「教育の本質的な原理は、『教えること』ではなく、『愛
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すること』である。
・教育の理論的基礎として「自発性の原理」「直観の原理」「方法の原理」「労働と教育結合の
原理」「生活共同体の原理」を大切にした。
・心（道徳的存在）・頭（知的存在）・手（身体的存在）の全面的な発達・促進を考えていた。
・教育者は、直観に基づいて行い、学習者が経験し観察したものは言葉に結び付けられなくて
はいけない。
・教育（発達）は、順序があり、１歩１歩着実に、また全部取得されてから進むようにしなけ
ればならない。
・「言語」・「数」・「形」・地理学・自然史・唱歌・体育…すべてにおいてその教育方法は革新的
であり、見学者は感嘆した。
・常に実物、自分の体から学び始め、地理学ではまず遠足を重視し、教室に戻ってから地形の
模型作りをした。
５．J. J. ルソーとペスタロッチの教育原理の比較
　ペスタロッチは J. J.ルソーの「エミール」に「熱狂的な感動を受け」（5）、それを模範とみな
した。そしてペスタロッチを勇気づけ、実践者たらしめた。しかし、ペスタロッチが実践を深
め継続するにつれ、ルソーを乗り越えていった。両者の教育原理を比較して表にした。
J. J. ルソーの教育原理 ペスタロッチの教育原理
・人間は人格の完成を、そして同時に人間とし
ての永遠の使命の達成をどのようにして成し遂
げるか。
・性善説…人は人間として成長する。人間にな
る。
・人間を妨害する宗教的権威からの人間の解
放・人間の個人的生活を自己自身で決め、自分
で責任を持つことを目標としている。
・人間固有の自由と平等を理論的に説明した、
「人間不平等起源論」
・人間の不自由と不平等に対する政治的解答を
「社会契約」（一般意思は市民の利害：自由や人
格や所有権を調和する）で表した。
・人間は教育によって、発達し、道徳的になり、
理性的になる。
・３つの教師がいる「自然」「人間」「事物」
・子どもが子どもらしい生活の喜びを享受す
る。
・人間は人格の完成を、そして同時に人間とし
ての永遠の使命の達成をどのようにして成し遂
げるか。
・人間は善であり、そして善を欲する。また、
人間は善をおこなうときにのみ幸福を望みえ
る。
・人間は放置されていると、人間の本性からし
て野生のままに成長し、怠惰で、無知で、軽率
で、無思慮にまた浮薄でだまされやすく臆病に
そして限りなく貪欲になり、その上危険や彼の
弱さによって、また妨害や生起する強欲によっ
てゆがんで小賢く、悪意をもって疑い深く、暴
力的で向うみずに、そして復讐的で残酷になる
のである。
・心（道徳的存在）・頭（知的存在）・手（身体
的存在）の全面的な発達・促進。
・労働によって人間を道徳的に克服させる。
 参考文献を参考に原田作成
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第３章
フレーベル（1782年～1852年）
・フレーベル研究第１人者の荘司雅子（1985）（6）は、フレーベルに惚れ込んだ理由を４点述べ
ている。１．フレーベルの世界観・人生観に夢とドイツ・ロマンテークが流れている事。そこ
には人間は地上の存在以上のものとなる天賦の運命が授けられているという確信をもって人間
を見、人間の尊厳を認めている。そして教育の働きは創造的な自己活動を要求し、単なる知識
よりは実行・行動を先にする。子どもの活動はすべて創造的であり、同時に自己表現である。
　２．遊戯論─幼児や児童の遊びこそ、人間の本来的な姿である。フレーベルこそ教育史上で
幼児の遊びの価値を発見し教育に取り入れた第一人者である。子どもの生活は遊びでありそれ
自身勉強であり学習であり研究である。だからこそ教育遊具を創案製作し、幼稚園を創設した。
　３．労働─働くことは人間の本性、自己の本質をあらわすことであり、天職をまっとうする
ためのもの。それが生きることであり働くことである。子どもの遊びや作業は大人の労働に繋
がる。
　４．人間を人類の「部分的全体」としてとらえている。子どもは家庭の一員であり、社会の
一員であり、国民の一員である。親の独占物ではなく、人類の子、神の子であり、人類発展の
現在と過去と未来の必然的な結合において育てる。以上のようにまとめている。この４つにフ
レーベルの偉業がまとめられていると言ってよい。現代では常識的な保育観とも言えるが、
200年前の当時では、発見であり、人々を魅了した保育観・子ども観であった。勿論、フレー
ベルの保育観・子ども観に大きな影響を与えた、J.ルソーやペスタロッチ、そして哲学者シ
ラー・フンベルト・ヘーゲル等の影響も大きい。特に遊戯の見解はシラーの影響を受けている。
　1816年（34歳）、「一般ドイツ学園」を開始する。1817年学校をカイルハウに移し、多くの
援助で学校が発展する。「自由な、思考する、自立的な人間」の理念─「一般的民衆教育」、欲
求の解放、要求の充足、自由で平等な、統一的な国民国家を求める市民の教育が待ち望まれた。
ペスタロッチに直接学び、ペスタロッチの民衆教育者の後継者となった。
　フレーベルの教育観…人間の教育は、認識の為の力の発達であり、自由な行為の為の、そし
て自由な行為への認識の発達である。人間を全体として発達させる、全面的個性の発達、思考
しながら活動することはあらゆる生産的教育の源である、ドイツ国民教育制度の模範となるこ
とを願った。しかし、教育理念を書いた「人間の教育」は反響が無く、疑念や中傷の結果、
1829年、「一般ドイツ学園」は生徒が５人になる、この危機から脱出するために相当の努力をし、
３歳から大学までの学校の構想を立て、すべての準備がされたにもかかわらず、建設の断念と
なった。1831年カイルハウを去る。その後、スイスで学校を始める。実にペスタロッチが仕
事をしたその街で30年後に同じ仕事をしたのである。すぐに名声が広がり子どもが集まる。
フレーベルは子どもが好きで、子どもからも好かれ子どもの中にいるフレーベルは生き生きと
していた。しかし、スイスで幼児教育は支持されず、スイスを去ることになる。
　1836年　ドイツに戻ったフレーベルは、子どもに、人間形成の為にふさわしい素材（遊具）
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が必要と考えた。乳児から遊ぶにふさわしい、単純な遊びから複雑な遊び、積み重なっていく
遊び、困難の度合いが異なる遊びの必要性を感じた。注意の比較の認識の遊び、運動と演技の
遊びが求められ考案した。
　1840年（1837年）「一般ドイツ幼稚園」（キンダーガーデン）の設立。『母の歌と愛撫の歌』
出版後、それを広めるために国内を講演をして回った。幼稚園は全国に広がり、保母養成学校
も作られ、フレーベルはそこの校長にもなった。しかし、突然、1851年、ドイツから、国内
の全幼稚園禁止令（無神論・社会主義的等の理由）が出され、フレーベルは失意の内に1852
年に亡くなった。10年後の1862年にそれは取り消される。
フレーベルの人間観・子ども観・教育観…『人間の教育』 （7）から考察する
・p. 13「意識し、思惟し、認識する存在としての人間を刺激し、指導して、その内的な法則を、
その神的なものを、意識的に、また自己の決定をもって、純粋かつ完全に表現させるようにす
ること、およびそのための方法や手段を提示すること、これが、人間の教育である。」…人間
の持つ力…意識し、思惟し、認識する力を意識化させそれを自分から完全に表現させること、
そしてその表現方法を教える事、これが人間の教育である。人間が持っている本性を発揮でき
るようにするのが教育。人間は自分で考え自分で自己決定する、その方法を教えるのが教育の
方法論。人間は生まれた時から本性を持っている。子どもも独立した人間である。子どもがやっ
ていることを、物を作りだそうとしていること、自己活動していることを、それを大事に育て
る必要がある。教育とは教える、与えるのではなく、自分でやろうとしていることを伸ばして
やること。意欲のある人間を育てること。
・p. 19「植物や動物とくに若い動植物に、われわれは空間と時間を与える。これは、そうすれ
ば、それらは、それらのうちに働いている、それぞれの個体のうちに働いている法則に従って、
美しく発育し、立派に成長することを、われわれが知っているからである。若い動植物に休息
を与え、それへの無理な、干渉がましい働きかけを避けようとするのも、無理に干渉すれば、
動植物の純粋な発育と健全な成長が妨げられることを知っているからである。しかるに、人々
は、若い人間を、欲するままにこねあげることのできる蠟か粘土の塊とみている。」…これは J.ル
ソーもいっている事である。おとなは子どもを都合の良いようにこねくり回して、結局駄目に
してしまう。子どもが持っている本来の良い性質をだめにしてしまう。それはしつけや教育の
名において堂々と行われてしまう。子どもは蝋や粘土ではない。
・p. 65「それゆえに、子どもたちは、幼いころから、活動の対象を外部から与えられずに、余
りにも長く寝床やゆりかごの中にほうりだされたままにしておかれてはならない」…赤ちゃん
は、自分の手や足、顔を使って遊び始める。この遊びは、子どもの表現であるが、長時間の放
置は生涯仮面のように人間につきまとう運動ないし習癖を作るとしている。
・p. 70「幼児は遊戯をしながら、進んで、しかももし可能なら、多くのことを話すものである。
遊ぶということと、話をするということとは、子どもが現にそこにおいて生きているところの
元素である」
・p. 71「遊戯することないし遊戯は、幼児の発達つまりこの時期の発達の最高の段階である。
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遊戯とは、すでにその言葉自身も示していることだが、内なるものの自由な表現、すなわち内
なるものそのものの必要と要求に基づくところの、内なるものの表現にほかならないからであ
る。遊戯はこの段階の人間のもっとも純粋な精神的所産であり、同時に人間の生命全体の、人
間およびすべての事物の中に潜むところの内的なものや、秘められた自然の生命の、原型であ
り、模写である。それゆえ遊戯は、喜びや自由や満足や自己の内外の平安や世界との和合を生
み出すのである。あらゆる善の源泉は遊戯の中にあるし、また遊戯から生じてくる。力いっぱ
いに、また自発的に、黙々と、忍耐づよく、身体が疲れきるまで根気よく遊ぶ子どもは、また
必ずや逞しい、寡黙な、忍耐強い、他人の幸福と自分の幸福のために、献身的に尽くすような
人間になるであろう。この時期の子どもの生命の最も美しい現われは、遊戯中の子どもではな
かろうか。─自分の遊戯に没頭しきっている子ども─遊戯に全く没頭しているうちに眠り込ん
でしまった子ども─ではなかろうか。
　この時期の遊戯は、すでに前に述べたように、たんなる遊びごとではない。それはきわめて
真剣なものであり、深い意味を持つものである。母親よ、子どもの遊戯をはぐくみ、育てなさ
い」…子どもにおける遊戯のもつ意味は、最高の段階であり、表現であり、精神的所産と言っ
ている。乳幼児期の時代を充実させるには遊びを充実させること。遊びによって、子どもは体
感し、試行錯誤を行い、予感（こうなるだろうか、ああなるだろうかたくさんの情景をイメー
ジして、見通しを持つようになる。それが認識に繋がる）をたくさん感じることになる。それ
が主体性であり、創造性になる。遊びの重要性はどんなに強調しても強調しすぎることは無い。
そして、時間を忘れ遊びに夢中になっている子どもの姿をこのうえなく素晴らしいことといっ
ている。あらゆる善の源泉は遊びにあるといっている。その没頭する力が大人になってから良
く生きる力になる。そんな遊びに没頭している子ども達を最近見ないと筆者は感じる。
・p. 73「幼児期ないし幼児時代のこの年頃には、その食料や食品が、子どもの今の年代や生活
にとって、全く特別に重要である。というのは、その食料や食品によって、子どもは、怠惰に
も、勤勉にも、因循にも、快活にも、遅鈍にも、敏活にも、無力にも、旺盛にも、なりうるも
のだからである。」…食べ物は、感覚生活や感情生活と密着しているから、人生全体に影響を
与える。単純で適度な物が良い、刺激のある、粗悪な毒物を止めた方が幸せになるとしている。
・p. 76「人類の福祉や幸福や救済を促進し、確立することは、われわれが思っているよりも、
容易なこと、いや遥かに容易な事である」…つまり、食べるものが大切で、単純で、自然で、
容易に手に入る食材が良いとしている。そうすれば、健康な身体、健康な精神が育つのでそれ
が福祉や幸福に繋がるとしている。
・p. 78「人間が、ないし子どもが、この時期に、精神的にも、身体的にも、自由にのびのび運
動したり、遊戯したり、自己を発達させたり、形成したりすることができるためには、子ども
の衣服もまた、身体を締めつけたり、押し付けたり、縛りつけたりするようなものであっては
ならない」…被服は精神にも影響を与え、子どもを繰り人形にしてしまうといっている。
・pp. 80‒83「『お腕をかしてごらん！　──あなたのお手々はどこ？　どこにかくれている
の？』…『あなたのお指をかんでごらん』…『舌をみせてごらん』…我が子の感覚や四肢をす
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べて十分に働かせてもっとも自然な方法で、努力しているのである」…母親の思慮深い言葉掛
けが、子どもの認識の力を育む。
・p. 84「言葉だけの道を通って、われわれはどこに行くことになるのであろうか」…反対に感
覚や四肢を使わず言葉だけで覚える危険を言っている。感覚や四肢を使って覚える素質は子ど
もの中にあり、「子どもの中から発展させられることによってのみ」子どもに現れてくるとし
ている。つまり、成長の主役・主体者は子どもである。
・p. 87「律動的、規則的な運動が、幼いころから純粋に発達しておれば、生徒は、より容易に、
生活の規則的な妥当な節度を手に入れるであろう」…乳幼児期の規則正しい生活リズムは、恣
意・不合理・粗野を無くし、調和や節度・和合が現れる。後には自然・芸術・音楽・詩作への
深い感受性が発達するといっている。それほど、毎日繰り返す生活リズムが子どもの時から大
切である。
・p. 89「人間は、松葉杖や手引き紐を使って立ったり、歩いたりすることを、教えられてはな
らない。人間が、自発的にかつ自力で平衡を保てるような力を持つようになったときに、立た
せるのが良い。自発的に前に進みながら、自分の力で平衡を保つことができるようになったと
きに、歩かせるようにするのが良い。座ること、いや正しく座ること、ができるようになり、
つぎに、自分のそばにある何か高いものにすがってたちあがることが出来るようになり、こう
して最後に、なにも頼らずに平衡を保つことができるようになるまでは立たせてはならない」
…フレーベルの生きた時代から、歩行器などがあったのだろうか。自力で這い、自力で立ち上
がるまで歩くことを教えてはならないと言っている。しかし、現在は、正しく座ることができ
ない、這い這いをせずに歩行を始める子どものなんと多いことか、昔からフレーベルが強調し
ているにもかかわらずである。
・pp. 91‒92「子どもの、子どもらしい黙々として倦むことをしらない、活動をみれば、子ども
も、それ（性質や使用法）を欲していることが分かる。…これこそ、子どもを駆り立てて、見
つけたものを手に固く握りしめながら、われわれのところに持ってきて、それをわれわれの膝
の上に置くようにさせるところの心の底からの要求なのである。しかも、この要求こそ、それ
がいわば十分にあたためられれば、子どもに、自己自身を知らせることになる物なのである。
また極めて狭い子どもの視野の中にはいってくるもの、かれのまだ極めて狭い世界を拡大して
くれるものは、すべて、子どもに喜ばれる。どんな些細なものでも、子どもには新しい発見で
ある。…子どもは、そのもののすべての性質を、その最も内的な本質さえも、知りたがるであ
ろう。…子どもは、対象を、あらゆる方向にまわしたり、ひっくり返したりするのである。子
どもは、それをちぎったり、くだいたりするのである。子どもは、それを口にくわえたり、か
み砕いたり、すくなくとも、かみくだこうとしたりするのである。…子どもの方がもっと賢い
のではなかろうか。─こどもはものの内的本質を認識したがっている」…子どもは止むことの
ない好奇心や探求心を持ち、発見すれば大人に見せたい一心になる。そして対象にむかってあ
らゆる方法や手段を使ってその本質を見極めようとする。それが遊びである。子どもの生き生
きとした生気に溢れるその行動を決して押しつぶしてはいけない。
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・p. 107数を生きた数字として教える方法を述べた後、「言葉や自然は、すでに幼児の前に開
かれている。数や形や大きさなどの性質も、空間の知識も、力の本質も、いろいろな素材の働
きも、幼児に対して自己を開き始めている。色やリズムや音や形態などの最初の芽生えが、そ
れらの注目に値する独自の姿がすでに現れている。自然と芸術の世界が、すでに幼児のなかで
明確に区別され始めている」…子どもは遊びの中で、物の本質に迫っている。坂を転び、鉱物
で線を書き、昆虫を観察することで、物の本質まで学んでいる。
・p. 117「さあ子どもたちの所に赴こうではないか。かれらを通して、われわれの言葉に内容を、
われわれを取り巻く事物に生命を与えよう。それゆえ、かれらと共に生きよう。かれらをわれ
われと共に生きさせよう。そうすれば、われわれすべてにとって必要なものを、われわれは、
子どもを通して手に入れるであろう。」
・p. 119「父親たちよ、両親たちよ。われわれに欠けているものを、さあ、それを、子どもた
ちから得ようではないか。彼らから、それを手に入れようではないか。われわれがもはや持っ
ていないものを、すなわち子どもの生命が持っているところのあのあらゆるものに生命を吹き
込み、あらゆるものに形象を与えてゆく力を、それを、われわれは、子どもたちから、もう一
度、われわれの生命の中に移そうではないか。子どもたちから、学ぼうではないか。かれらの
生命のかすかな警告にも、かれらの心情のひそかな要請にも、耳を傾けようではないか。子ど
もに生きようではないか。そうすれば、子どもの生命は、われわれに平和と悦びをもたらすで
あろう。そうすれば、われわれは賢明になり始まるであろう。いや賢明であり始めるであろう」・
子どもから学ぶ。子どもとともに生きる。子どもの生き生きさ、創造性、純粋さ等を学べば大
人も平和になるであろう。
・p. 157「人間の本質は、それ自体において善であり、…」…性善説を唱えるのは、J.ルソー・
ペスタロッチと同じ。人間は、個別性・多様性・統一性を持っている。人間は自分とは何かを
考え努力することが本性。人間は神が想像したものであるから、人間を邪悪なものとすること
は神を冒涜したことになる。
フレーベルの教育原理
・人間の精神は個別的に育成される独立した能力の連続としてではなく、すべての部分が調和
した統一を作るのに共同しなくてはならない有機体として見ることにある。また、人間の発達
が連続的であるために、人間の教育もそのように連続的でなくてはならない。したがって教育
者の務めは、子ども時代と言う生涯の最も幼い時期を、その後最も役立つ習慣の形成へと導く
環境や影響を重視した最善の状態の下に置くことである。
・幼児期の教育体系の考案を考える。それは彼自身の生活経験や不断の子どもの観察によるも
のである。
・遊びの重要性を説く
・恩物を創作する
・子どもの、興味関心・意欲・主体性を大事にし、具体的な体験・経験を大切にした。
・３歳からの集団保育を奨励した
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恩物（フレーベルが考えた教育的な玩具）と作業（遊戯的な道具と教育的ゲーム）
・人間は自己活動をし、創造する力を持っている。恩物は子どもの内面を外に表す言葉。子ど
もはじっとしておれない、いつも活動している。その活動は内側にある者をそとに出そうとし
ている。その表現方法にふさわしいのが恩物である。フレーベルは教育的遊具を初めて考案し
た。乳児、幼児、児童とその時期において十分にその時期を生活させる。飛躍させてはいけな
い。まず、感覚訓練から鍛える。
・目と手を正確に使い、形・色・大きさ・方角・距離について子どもの最初の概念を形成する。
・注意深さや几帳面さ正確さや正直などの習慣を呼び起こす。
・恩物は子どもの外の世界を象徴し、楽しい興味を与えるものでなくてはならないし、観察を
必要とする。
・恩物は、生活（家・机・椅子などを観察して作る）・認識（数・割合・文字の基礎）・美（幾
何学的に並べる・織物・刺繍・切り紙）を学ぶ。
・恩物は第１から第20恩物まであり、使用方法も決められている。
・恩物によって、子どもは満足感や達成感を得る。それは子どもの生命を強くし、活動に調和
をもたらし、集団生活を快活のものにする。
・庭を耕すこと、植物の栽培が特に効果的である。
おわりに
　J.ルソーは、両親の愛情には恵まれなかったが、10歳で単身イタリアからフランスに向かい、
パリの貴婦人たちに愛され、そこでの蔵書をたっぷり読むことが出来た。彼は自身の生い立ち
から、人間の不平等に関心を持ったのであろうか。そして、家庭教師の経験から子どもの観察
や、人間として生きる意味を考えた時、『エミール』や、『社会契約論』を書いたのではないだ
ろうか。『エミール』を読むにつれ、彼の子どもへの観察力・洞察力のすばらしさに感心する。
そして、基本的には人間を信頼する力を持っていたと考える。パリ人の子育てや退廃的な空気
を批判し、自分自身もどう生きるかを求めていた。『エミール』が発禁処分となり逃亡生活を
しながら、しかし、自分の思想を貫いた。精神的にはかなり参っていたと書物には書かれてい
るが、彼を支える人々もいたと感じる。本文にも書いたが、『エミール』は架空の少年─それは、
上流階級の少年であることが予想される─をルソーが家庭教師として育てる教育書である。そ
のため、机上の空想論・理想論と言う事もできる。それに対して、ペスタロッチやフレーベル
は実際に子どもの中に入り、自らが実践者として語っているため、その重みと迫力の違いを感
じる。しかし、ルソーも家庭教師の経験はあり、そして何より子どもをしっかり観察している
点は脱帽する。そして、現代にも生きる、いや現代だからこそ大切にしなければならない言葉
は胸に染み込んでくる。一番強く感じた点は、「人間よ、人間的であれ。…子どもの遊びを、
楽しみを、その本能を、行為をもって見守るのだ。」である。子どもを小さな大人とみるので
はなく、子どもを子どもとしてとらえ、そして二度と帰ってこないこの子ども時代を将来の為
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に苦痛や訓練ではなく、もっと今を目いっぱい楽しく、生きる喜びを感じるように過ごす。現
代こそ、早期教育で小さなうちから漢字を覚え、楽器や運動の訓練を受けている。塾に通い、
子ども時代を楽しんでいない。遊びを通して人間関係を学んでいない子どもたちは、小学校で
は不登校になり、いじめを受け、リスクを背負い生きていく。引きこもりの大人も多い。子ど
もたちにとって、本来の力を発揮し、もっと生き生きと楽しく過ごせる子ども時代が必要であ
る。その点はフレーベルにも共通している。フレーベルは直接 J.ルソーには会ってはいないが、
書物から学んでいる。ペスタロッチは、目の前の不遇な子どもたちを見放すことが出来ず、教
育で子どもを変えようとした。その実践力や理論力は素晴らしいもので、フレーベルを含めた
多くの人に感銘を与えた。ペスタロッチが現代教育の基礎を作ったと言っても良い。公教育の
父と言われる所以である。フレーベルはそれを乳幼児に応用したと言ってよい。フレーベルも
良く子どもを観察している。そして子どもの魅力の虜になっている。そしてこんなに目を輝か
せて遊ぶ子ども達がもっと力を発揮するために、恩物や歌やリズム、そして植物の栽培など子
どもにふさわしい教材や保育方法を考えた。３名の先人たちを調べたが、まだまだ読んだ文献
が少ないため全容が掴めたわけではないが、300年前の思想家から学ぶことは多く、保育実践
にも生かしていきたいと考える。
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